
経営課題③ みんなが安心して暮らせるまち

自転車等安全利用啓発事業

令和６年度の取組内容

４決算額 2,784千円 ５予算額 4,380千円 ６予算額 4,394千円

交通安全に関する意識を養うことにより、区民の交通ルールの順守とマナーアップ

を図る。特に、自転車利用適正化に重点を置き、区内の主要駅（天下茶屋駅、花園

町駅、岸里駅）周辺における放置自転車問題を地域課題として区民が主体的かつ継

続的に対策に取り組む体制を構築することを目的とする。

目的

・交通安全区民大会実施(4・9月） ・交通安全運動等での啓発活動（随時）
・めいわく駐車・駐輪追放キャンペーン ・放置自転車啓発指導員の配置
・自転車対策連絡協議会による放置自転車合同啓発 ・広報紙等への自転車特集

連絡協議会による放置自転車合同啓発 全国交通安全運動西成区民大会



自転車等安全利用啓発事業

取り付けエフの例

エフの取付

利用者への啓発

地域・警察・区役所・道路管理者等が
合同で啓発活動を実施



自転車等安全利用啓発事業

広報紙での啓発

(にしなり我が町
10月号)
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